
45 

Ⅱ章 跡地活用にあたっての阿久根市の課題の抽出 

１．現状及び上位・関連計画を踏まえた旧阿久根高校活用の方向性                      

立地状況や市の現状、上位・関連計画の内容を踏まえ、旧阿久根高校活用に向けたポイントと考えられる活用の方向性を整理する。 

【財政状況】 
・生産年齢人口の減少による税収の減少。 
・高齢化による扶助費の増加。 
・普通建設事業費の減少 

財政面の視点 

旧学校施設活用に向けたポイント 
【旧阿久根高校活用にむけた初期費用及び維持管理費用の抑制】 
・財政状況を踏まえると、官ベースでの事業実施、維持管理は望ましくない。 
・施設規模の縮小による維持費のコスト削減、土地使用料により資金を確保する。 

課  題 
【市の課題】 
・老年人口の増加と少子高齢化に伴い、扶助費が増加する。 
・施設整備にかけられる費用が減少している。 
【旧阿久根高校活用における課題】 
・劣化診断調査より既存躯体の使用は問題ないが、改修費用を確保する
必要がある。 
・施設の維持管理費の負担を減らす工夫が必要。 

【交流人口の確保に向けた活用方策】 
①スポーツ振興 
・旧阿久根高校の体育館やグラウンド等を活用し、スポーツができる場を確保する。 
・スポーツ合宿所として利用できるよう必要設備を整備する。 
・施設利用による利用料の徴収だけでなく、他の魅力を持たせた施設とし、収益性を
確保する。 
②産業振興 
・起業希望者や地元企業、UI ターン者に対する支援策を実施するとともに、旧阿久
根高校を働く場として提供する。 
③観光振興 
・新たな観光施設として活用し、収益を確保しながら地域の産業や地域の食の魅力
を市外に伝える場を提供する。 

【市の課題】 
・市の公共施設には総合運動公園等のスポーツができる施設があるが、市
外利用者の受け入れ態勢の強化が必要。 
【旧阿久根高校活用における課題】 
・スポーツ合宿場として活用するには、地元スポーツ団体との連携や宿泊施
設、他のスポーツ施設との差別化が必要。 

【総合計画 基本目標３】 
・農林水産業と商工業及び流通・販売までの連携を充実させ、農商工連携の
促進による新たな事業や産業を創出できるような取組や支援する。 

【立地状況】 
・敷地北側には総合運動公園がある。 
【地域資源】 
・スポーツ合宿の誘致・支援に取り組んでいる。 

【人口状況】 
・少子高齢化による老年人口の増加 

スポーツ振興の視点 

【地域住民の活動場】 
・持続的な地域コミュニティを形成するため、地域住民による子育て支援を含めたコミ
ュニティ活動の拠点とする。 
・老年人口の増加を踏まえ、地域コミュニティで高齢者を見守る仕組みを構築し、地
域活動と地域福祉が連携できる場とする。 【市の課題】 

・働く場を増やすためには企業立地を進める必要がある。 
・各産業が連携を強化し、新商品開発や販路拡大を図る必要がある。 
・UI ターン者の雇用先、働く場の確保が必要。 
【旧阿久根高校活用における課題】 
・起業希望者や地元企業、UI ターン者の働く場の受け皿とする場合、ICT
環境を整備する等、働く環境の整備が必要。 

【市の課題】 
・観光施設等への来訪者数は減少している。 
・本市の特性を生かし、観光客が自ら体験し、食し、何かを学ぶといった体
験・体感メニューの創出に重点を置いた施策を進める必要がある。 
・交通網の発展に合わせた交流拠点づくりが必要。 
【旧阿久根高校活用における課題】 
・観光振興の拠点として活用する場合、他の観光資源との連携や交流拠
点としての空間整備が必要。 

【市の課題】 
・地域の活力を維持し高めるためには、子育て世代の定住人口を増やすこ
とが課題であり、UI ターン者の受入れ体制づくりを進める必要がある。 
・安心して快適に暮らせる地域を形成するため、従来からの地域コミュニティ
の維持を図る取り組みを拡充していく必要がある。 
【旧阿久根高校活用における課題】 
・地域の拠点施設として活用するためには、子どもから高齢者まで多世代が
交流できる仕組みが必要。 

【市の現状】 
・観光施設等への来訪者数は減少傾向にある。 
・市に 11 の宿泊施設が存在し、2019 年には新たに１施設が開業。 

産業振興の視点 

【総合計画 基本目標４】 
・スポーツ・レクリエーションなどに利用しやすい環境づくりに努める。 

【総合戦略 重点目標１】 
・地元の商工業の新規創業と経営安定を図る取り組みを進め、市の産業全体
の底上げと同時に雇用の拡大を目指す。 

【総合戦略 重点目標４】 
・小さな拠点づくりなど、将来的に持続可能な地域コミュニティの在り方について
も検討を進め、活力ある地域づくりを目指す。 

【総合計画 基本目標５】 
・定住促進対策を進め、ＵＩターン者の受入れ体制づくりを行う。 

地域コミュニティの視点 

【総合計画 基本目標３】 
・スポーツや食関連のイベントの充実や新たな交流事業を創出。 
【総合戦略 重点目標２】 
・地域間の連携を促進し、人やモノが活発に行き来する交通や交流の拠点づく
りをはじめとする、地域振興策について検討を進める。 

観光振興の視点 

【総合戦略 重点目標２】 
・都市部へ流出した本市出身者のＵターンをはじめ、良好な自然環境の中での
暮らしを志向する人々や地方における新たな価値を生み出すクリエーター等の
様々なＩターンの受け入れを積極的に推進する。 

【産業農業振興施設】
・起業希望者や地元企業、UI ターン者の働く場としての産業振興施設（インキュベー
ション施設）。 
・鶴翔高校と連携した農業、農産加工の研修機能を有する施設。 

１．庁舎の移転先として活用（現在の敷地は地盤沈下しており現地建替えは望ま
しくない、当面は特別教室棟を民間ベースで活用し、概ね 20 30年後の庁舎
の移転先という 2段階の枠組み） 

２．小学校・中学校の統廃合先として活用（阿久根が小中学校の統廃合が進ん
でいないことが課題、阿久根小学校の敷地が不足しており統廃合後の阿久根
小学校の代替敷地として活用、また小中一貫校をつくるのも一つの方法） 

３．多世代交流拠点として活用（サテライトオフィスとして多様な主体の交流の場を
創出することに加え、特別教施設棟の一部を子育て支援センターの常設サロン
会場、グラウンド等をイベント広場として活用するなど、世代を超えた様々な人が
集う拠点とする） 

旧阿久根高校の活用の方向性

【スポーツ合宿施設】
・簡易宿泊機能を有したスポーツ施設。 

■民間ベースの活用（既存建物：特別教室棟の活用）

■官ベースの活用（将来的な土地の活用）

【事務所機能を有する施設】
・サテライトオフィス（まちづくり公社、シルバー人材センター、社会福祉協議会、子育
て支援センター、観光物産連盟、商工会議所、民間企業等）。 

【周辺施設との機能分担】 
・観光拠点機能：高速道路新IC（大川）付近に道の駅（物産館）を建設予定
・コミュニティ機能：市民交流センターの新設、阿久根駅舎の改修、各公民館 
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２．導入機能の整理             
活用の方向性を踏まえ、旧阿久根高校の活用にあたり、次のような機能の導入を図る。 

①産業振興機能 
起業希望者や地元企業、UI ターン者に対する働く場としての産業振興施設（インキュベーション施設）を提供する

とともに、鶴翔高校と連携した農業、農産加工の研修機能を有する施設を導入する。 

○導入設備 
・コワーキングスペース（机、椅子、電源、Wi-Fi 等） 
・打合せスペース（貸会議室） 

②スポーツ合宿機能 
市内への合宿で訪れた市外スポーツ団体が利用できる簡易宿泊機能を有したスポーツ施設を整備する。 

○導入設備 
・宿泊スペース（大部屋、個室） 
・浴室（シャワー室） 
・簡易炊事場 

③事務所機能 
ICT 環境やセキュリティ設備が整ったサテライトオフィスを整備する。 

○導入設備 
・ICT 環境 
・個別の鍵や機械警備 

３．旧阿久根高校の利活用における建物の制約条件の整理       

旧阿久根高校を利活用するにあたり、下記の条件のもと取り組む。

○既存の施設をそのまま使用することを前提とする。 
○管理上必要なこと、安全対策として最低限必要な部分のみ改修する。 
○安全に利用できない部分は、立入制限などを行い、利用しない。 
○各施設の利用時間帯を考慮して避難経路などを設計する。 


